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内水面漁業振興対策事業  

川名 拓里・森川 太郎・藤武 史行  

 

当県ではヤマメ，ニジマス，ウナギ，ニシキゴイ，スッポン等の

内水面養殖が営まれている。内水面養殖では，疾病対策と食

品としての安全性を確保することが重要であるため，適正な養

殖場環境の維持，魚病の発生防止と被害の軽減，養殖生

産物の食品衛生上の安全確保が重要である。当センターで

は、内水面養殖業者が衛生管理や疾病対応を適正に実施

できるよう，内水面漁業振興対策事業を実施した。 

 

内容および結果  

 業務は農林水産省消費・安全局の消費・安全対策交付金実

施要領に定められたガイドラインに基づき実施した。 

 

Ⅰ．総合推進会議の開催 

 全国会議への出席及び県内水面魚類防疫会議により，養殖

衛生管理対策を総合的に実施した（表1、2）。 

 

 

 

Ⅱ．養殖衛生管理指導 

養殖生産物の安全性の確保を図るため，養殖管理・水産用医

薬品の適正指導，養殖衛生管理技術の普及・啓発等を行った（表

3、4）。 

 

 

 

 

Ⅲ．養殖場の調査・監視 

医薬品の使用状況調査 

水産用医薬品使用の適正化を図るために，県内内水面養殖

業者に対して水産用医薬品の使用状況調査を行った（表5）。 

 

Ⅳ．養殖衛生管理指導 

疾病の監視対策 

内水面養殖魚の疾病発生を予防するために，県内内水面

養殖業者に対して巡回指導を行った（表6）。 

 

 

表１ 全国養殖衛生管理推進会議 

表２ 佐賀県内水面魚類防疫会議 

表３ 水産用医薬品の適正使用の指導 

表４  適正な養殖管理指導  

表５ 医薬品の使用状況調査 

表６ 疾病の監視対策 

開催時期 開催場所 主な内容

3月 Web会議

・水産防疫の実施状況

・水産関係研究機関等からの発表

・養殖魚の迅速な診断体制に向けた対応について

開催時期 開催場所 主な内容

3月
会議資料送付による

書面会議

・ウナギ、スッポン養殖等の生産流通状況

・佐賀県の魚病被害、水産用医薬品使用状況

・コイヘルペスウイルス病の発生状況

開催時期 開催場所 主な内容

4月～3月
佐賀県

有明地区
・水産用医薬品の適正使用について

開催時期 開催場所 主な内容

4月～3月
佐賀県

有明地区
・適正な養殖飼育管理について

実施時期 対象品 主な内容

4月～5月
水産用医薬品

その他の薬剤
・養殖業者へのアンケート調査

実施時期 対象魚種 主な内容

4月～3月
スッポン、ニジマス、

ワカサギ

・養殖場における疫病監視

・防疫対策指導


